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１．組織の概要 
 

①  会社名     株式会社  アースクリエイティブ 
 
②. 代表者名      代表取締役  栗原 和実 

 
③．所在地        【本社】 

   〒75５-0０９１ 
山口県宇部市大字上宇部 2842 番地 30 
（令和 3 年 10 月 18 日に移転しました） 

     
【リサイクルセンター】 
〒759-0132 
山口県宇部市大字山中字甲石 700 番 17（宇部テクノパーク内） 

 
④．環境管理責任者 専務取締役 中島 浩 

 
⑤．連絡先        ＴＥＬ (0836) 4３-6112 、ＦＡＸ (0836) 4３-6113 
           Ｅメールアドレス  info@earth－creative.co.jp 

 

  ⑥．創立：昭和３８年１０月８日（旧社名：株式会社 宇部衛生工業社） 
 

  ⑦．資本金：４，０００万円 
 

⑧．許可内容 
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⑨．事業規模 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩．受託した廃棄物の処理量 

 
 
 
収集運搬料金： 
廃棄物の種類・排出量・運搬距離により異なりますので、その都度お見積りにより決定します。 

 
 

⑪．事業年度     １０月～９月 
 
 
⑫．認証・登録範囲  全組織・全活動 

 R01年度 R0２年度 R0３年度 R0４年度 R05年度 

売上額（百万円） ５１9 ５２２ ５５３ ５４１ ５55 

従業員数 （名） ３８ ３７ ３５ ３４ ３6 

延べ床面積（㎡） 1,802 1,802 1,740 1,740 1,740 

廃棄物等種類 処理方法等 R01年度 R0２年度 R03年度 R0４年度 R05年度 

一般廃棄物 収集運搬(ｔ) 10,127 10,184 10,156 10,108 10,256 

産業廃棄物 

収集運搬(ｔ) 3,112 3,213 2,504 2,566 2,590 

中間処理(ｔ) 1,029 891 ６６２ 801 848 
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２．事業内容 
 

①．組織 
              

         代表取締役 

 
 
  
                            専務取締役 
 
 
               

環境管理責任者（専務取締役） 
 
 
 
  
        本 社              ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 
       （１９名）             （1５名）   
      
 
②．営業品目 

・事業系一般廃棄物収集運搬業 

・産業廃棄物収集運搬業 

・一般廃棄物・産業廃棄物処分業 

・食品リサイクル業（飼料化） 

・浄化槽清掃及び維持管理業 

 
③．施設等 
   
【主要設備】 

施設 設備 
食品リサイクルセンター 破砕機・分別機・乾燥機・脱脂機 

BDF 製造工場 廃食油精製装置 

発泡スチロール減容機 減容機・発電機 

 

【保有車両】 
 

 バキュームダンパー 10ｔ       1 台 
8ｔ         1 台 
7ｔ         1 台 
4ｔ         ２台 
3ｔ         １台 
2ｔ         １台 

排水管カメラ搭載車 １台 
高圧洗浄機搭載車 1ｔ         1 台 
パッカー車 2ｔ/4ｔ   各 1台 
トラック 1.5ｔ/2ｔ/3ｔ 各 1台 
点検・営業車 15 台 
強力吸引車 ４ｔ     １台 
保冷車 2ｔ/3.5ｔ/5ｔ 各 1台 
廃油回収車 １台 
軽タンクローリー １台 
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【処理施設】 
産業廃棄物処分業 
 (１) 事業の 

区分 
中間処理（飼料・肥料化、破砕、油化、溶融（移動式を含む）、圧縮(移動式を含む)、発酵(移動式を含

む)） 
(２)種類 飼料・肥料化 動植物性残渣、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ 

破砕 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（自動車等破砕物を除く。）、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、動植物性残

渣 

油化 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（自動車等破砕物を除く。）廃油 

溶融 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（自動車等破砕物を除く。）、廃油 

圧縮 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類除く）・陶磁器くず（自動車

等破砕物を除く）、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず 

発酵 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残渣 
（３）事業の 

施設 
設置場所 山口県宇部市大字山中字甲石 700 番 16 および 17 

飼料・肥料化

施設 

設置年月日 平成 18 年 3 月 6 日 

処理能力 24.1ｔ/日(24 時間・汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残渣) 

破砕施設 設置年月日 平成 22 年 4 月 21 日 

処理能力 4.9ｔ/日(8 時間・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類) 

設置年月日 平成 30 年 10 月 9 日 

処理能力 8.0ｔ/日(8 時間・汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残渣) 

油化施設 設置年月日 平成 22 年 4 月 21 日 

処理能力 1.5ｔ/日(10 時間・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類)、2.9m3/日(10 時間・廃油) 

溶融施設（移

動式を含む） 

設置年月日 平成 23 年 4 月 28 日 

処理能力 0.16ｔ/日(8 時間) 

圧縮施設（移

動式を含む） 

設置年月日 平成 28 年 11 月 30 日 

処理能力 20.1ｔ/日(8 時間・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類)、56.3ｔ/日(8 時間・金属くず)、52.8ｔ

/日(8 時間・ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず･陶磁器くず)、17.0ｔ/日(8 時間・

紙くず)、29.1ｔ/日(8 時間・木くず)、6.9ｔ/日(8 時間・繊維くず)、27.5ｔ

/日(8 時間・ｺﾞﾑくず) 

ﾒﾀﾝ発酵施(移

動式を含む) 

設置年月日 平成 29 年 3 月 7 日 

処理能力 0.05ｔ/日(24 時間・汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残渣) 

  

産業廃棄物収集運搬業 
 (１)事業の区分 積替え又は保管を含む 

(２)種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車破砕物

を含む。以上３種類）、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、紙くず、木くず、動植物性残渣、ｺﾞ

ﾑくず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、ばいじん（これらは、水銀使用製品産業廃棄物及び

水銀含有ばいじん等を含み、石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除

く。）以上 16 種類 

(３)積替え保管 所在地 山口県宇部市大字妻崎開作 1319 番地 1 

面積 11 ㎡ 

種類 汚泥 

保管上限・高さ 9.42 ㎥ ・ 容器保管 

 

【処理工程図】 
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３．環境経営方針 
 
 

【基本理念】 
 

 株式会社アースクリエイティブは世のために地球環境の創造に挑み、人のために循環社会

の環境を創造し、環境への負荷低減に積極的に取り組みます。 

その為に環境経営システムを構築・運用することにより継続的且つ確実に環境保全活動を

行ない、次世代に承継出来る環境の実現を目指します。 
 
 
 

【行動指針】 

 

 環境経営システムを構築・運用し、環境関連法規等を遵守すると共に、環境負荷の低減及び、

廃棄物の再利用を推進に取り組みます。 

 以下の行動指針に基づき、環境目標及び活動計画を定め、定期的な見直しを行い継続性のあ

る活動を展開します。 

 

１．二酸化炭素の排出を削減します。 

（電気使用量の削減及び化石燃料の削減(エコドライブ)に取り組みます。） 

２．５Ｓ(整理・整頓・清掃・清潔・躾)に取り組み、社内スタッフのモラル向上、 

  また職場環境の美化、業務の効率化を進めます。 

３．環境に優しい、製品・サービスの採用を進めます。 

４．資源リサイクルの向上を目指します。 

５．事業活動に関連する環境関連法規や条例等を遵守します。 

６．地域社会との環境に関するコミュニケーションを良くし、地域の環境改善に努めます。  

７．環境経営方針を全従業員に周知し、全員で環境改善に取り組みます。  

８．環境経営方針、活動レポートは、公表します。 

 
 
 

 

令和３年１１月１５日 改訂 

株式会社 アースクリエイティブ 

代表取締役 栗原 和実 
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４．環境経営目標とその実績 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 注１：二酸化炭素排出量における排出係数は、環境省公表「令和 3 年度実績」(株)日本テクノの調整後排出係数 

0. ５０１(kg-CO₂/kWh)を用いた。 

  注２：令和 5 年度売上高／５５５百万円、同・資源回収量／２１６t 

  注３：令和５年度は、飼料原料製造基準の改定や養殖用魚類向け飼料の研究開発を開始に伴い、エネルギー使用

量が増加した。今後はこの年度を基準年度として管理していく事とした。  
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５．環境経営計画の取り組みと結果及びその評価、次年度の取り組み 

 

目  標 環境活動計画 計画の実施状況 次年度の取り組み計画 

CO2総排出量削減 以下の取組を推進する。 以下のとおり実施した。 以下の取組に沿って実行する。 

 

電気使用量 

維持 

(全体) 

①不要な箇所消灯の徹底 

②退社前の各電源 OFF の 

確認徹底 

自動へのスイッチ切替忘れにより、 点

灯したままとなっている事があった。 

①不要な箇所消灯の徹底 

②退社前の各電源 OFF の 

確認徹底 

 
ガソリン使用量

維持 

①エコドライブの継続実施。 

②配送ルートの適正化 
エコドライブを継続実施中。 

①エコドライブの継続実施。 

②配送ルートの適正化 

 
軽油使用量  

維持 

① エコドライブの継続実施。 

② 配送ルートの適正化 

①継続出来ている。 

 意識が向上してきた事により 

 目標達成した。 

② エコドライブの継続実

施。 

② 配送ルートの適正化 

 
A 重油使用量 

維持 
重油ボイラーの省エネ運転に留意 

① アフリカ豚熱対策のため 70℃60

分 → 90℃60 分加熱へ基準変更  

② 養殖用飼料開発研究開始 

A 重油 → LNG への転換を検

討する。 

水使用量 

維持 

節水に努める様に、全社員へ促して 行

く。 

①朝礼などを通じ、全員への意識 

向上を行い、目標達成している。 

①節水に努める様に、全社員 

へ促していく。 

産業廃棄物のリ

サイクル率 

（現状把握） 

⓵分別の徹底を継続する。 ①分別により、リサイクルに心がけた。 ①分別の徹底を継続する。 

 

 
 
6．環境関連法規等への違反、訴訟等の有無 
 

  当社の事業活動に適用される環境関連法規（廃棄物処理法、浄化槽法、フロン排出抑制法大

気汚染防止法、水質汚濁防止法等）の遵守状況を確認した結果、違反はありません。  

また、関係機関等からの違反等の指摘、利害関係者からの訴訟もありません。 

 

 

7．代表者による全体の評価と見直し・指示 
              

環境経営計画を忠実に履行したが、アフリカ豚熱対策のため飼料原料の製造基準見直し及び

養殖用飼料開発研究を開始したことから、各種エネルギー使用量は増加した。 

これらの要因分析をしっかり行った上で、目標の見直しを行うと共にハード面の改善も検討

する。 

 

代表取締役  栗原 和実 

 


